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〈レポート〉農林水産業

大なトウモロコシにおいて、現段階では不足
払いへの転換は不適切であると考えられた。
そこで、15年にトウモロコシに対しては、価
格支持を維持するものの、支持価格を引き下
げ、同時に生産調整への模索に踏み切った。
まず、15年秋収穫のトウモロコシに対する

国の買付価格はトン当たり2,000元（約3.7万円）

と９月に発表された。これは前年比10.7％の
引下げで、07年以降の買付価格の上昇傾向に
歯止めをかけた。この引下げによる生産者へ
の補填はなく、農家のトウモロコシ増産意欲
を抑えたいという政府の意図が示される。

3　トウモロコシの生産調整と草食畜産の振興
トウモロコシの生産調整は以下の三つの方

法による。①トウモロコシの実を収穫せずに
ホールクロップサイレージ（青刈りサイレージ）

へ、②トウモロコシの作付けから牧草地へ、
③トウモロコシの連作から大豆や雑穀との輪
作への転換である。いずれも転作と言えよう。
全国的に試行し始めているが、そのうち、ト
ウモロコシ最大の産地である吉林省、黒龍江
省、遼寧省と内蒙古自治区だけで、16年に向
けて1,000万ムー（約66.7万ha）の転作を目指し
ている。
トウモロコシの生産調整は中国の農業構造

調整の一環であり、牛肉や乳製品等への需要
増に対応して、飼料の産地形成と効率化を畜
産の傾斜的振興および生態環境回復と一体化
して進める戦略である。
中国では、近年、牛肉等への需要が高まり、

1　トウモロコシの巨大在庫
中国農業の目下の最大の問題は、世界在庫

の約半分にあたる１億トン以上の巨大なトウ
モロコシ在庫を抱えながら、トウモロコシ等
の輸入が急増していることである。2014年に
マイロや大麦、DDGSというトウモロコシの
飼料機能の代替品の輸入量は約2,000万トン、
牧草の輸入量も約100万トンに上ったが、その
勢いは15年にさらに増している（15年９月広東
省の穀物輸入業者聞取り調査）。
トウモロコシおよびその代替品の輸入急増

をもたらした要因の一つは、実施している価
格支持制度である。トウモロコシの国の買付
価格が07～14年の間に60％引き上げられたこ
とは、農家の増産意欲を刺激し、生産量は同
期間に46.7％増大した反面、その価格は輸入
価格を大幅に上回るようになった。中国国内
の需要者は国産品より輸入品を選好し、増産
したトウモロコシは政府在庫として積み上げ
られていくこととなった。

2　支持価格の見直し
中国は現在、価格支持政策の抜本的見直し

を模索している。まず14年に大豆と綿花に対
して価格支持を廃止し、不足払い制度への移
行を試行した（阮『農林金融』15年２月号参照）。
試行の結果は、国内価格の低下や在庫減等の
効果があったものの、予想を上回る財政補填
額の膨張と実行コスト（数多くの零細生産者の
作付面積の確認等）の膨張も明らかになった。
この結果から、生産量も生産農家数もより巨

主席研究員　阮　蔚

中国におけるトウモロコシの支持価格引下げと生産調整
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4　輪作体系の復帰と地力改善
中国では、トウモロコシは約30年前まで大

豆や雑穀等との輪作になっていた。トウモロ
コシだけの連作にしたのは、品種や栽培技術
等の進歩以外に、その単収が大豆や雑穀より
高いことによる収益性の向上、07年以降国の
買付価格の引上げによる収益性のさらなる向
上であった。トウモロコシの作付面積は07～
13年の６年間だけで23.2％拡大したが、同時
期に豆類は△21.7％、雑穀は△17.4％とともに
縮小した（第１図）。しかし、トウモロコシの
長期間の連作は、地力の劣化に直結した。国
の買付価格の引下げは、その輪作体系への復
帰および牧草地への転換を促すものである。
トウモロコシの生産調整は、いずれもその

生産量の縮小になり、さらなる在庫増の圧力
が緩和される。ただし、その生産量は縮小さ
れるものの、青刈りサイレージと牧草に変え
る形で、飼料としての国内供給が維持される
か、または拡大されることになり、食肉の国
内供給の維持と拡大につながる。政府のこう
した思惑が関連の支持措置が弱い現状の下で
達成できるのか、予断を許さない。

（ルアン　ウエイ）

それに対して国内生産は拡大してきたものの、
需要の増加に追い付かず、輸入が急増してい
る。14年の純輸入量は、牛肉28.8万トン、羊
肉29.1万トン、粉ミルク92.2万トンとなった。
FAOの統計によると、中国の一人当たりの牛
肉と牛乳の消費量は、日本に対しても大幅に
少なく、今後増加の可能性がある。
こうした需要増に対応して、畜産農家や畜

産企業をトウモロコシの産地に誘致し、トウ
モロコシの青刈りサイレージの振興と牧草地
への転換を促す。奨励措置としては、現段階
では、牧草と青刈りに適応するトウモロコシ
の優良品種の購入、トウモロコシと牧草の収
穫や運搬等機械の購入、発酵施設の建設等へ
の補填を模索している。
青刈りサイレージのトウモロコシ飼料は、

収穫した実の状態のトウモロコシ飼料と収穫
した後のトウモロコシの茎をサイレージした
飼料より栄養価が高く、その飼養効率も高く
なっている。山東省陽信県での経験では、実
のトウモロコシを収穫する方法で１頭の牛を
飼育するには２ムー（約13.3a）が必要であった
が、青刈りサイレージなら１ムーで足りる。
トウモロコシから牧草地への転換の背景に

は、国の買付価格の引上げによってトウモロ
コシの収益性が高くなったこともあり、特に
内蒙古や新疆等北方地域では降雨量の少ない
生態脆弱地まで開拓されトウモロコシ畑とな
ったことがある。1995～2013年の間に、トウ
モロコシの作付面積は内蒙古が３倍に、黒龍
江省と新疆は２倍以上に拡大した。砂漠化の
リスクを減らし、持続的発展のために生態脆
弱地を穀物の生産から撤退させることが不可
欠となった。

資料　『中国農村統計年鑑』
（注）　豆類のうち、約75％は大豆である。

第1図　中国の農産物作付面積
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